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印
度
學
佛
敏
學
研

究
第
六
十
三

巻
第
二

号
　
平

成一
．

十
七

年
三

月

『

大
乗
義
章
』

と

真
諦
訳
書

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
1）

一

　

本
論

文
の

目
的
は
、

真
諦
三

蔵
の

翻
訳
文

献
の

引

用

を

介
し
て

、

浄
影
寺
慧
遠
（
五

二

＝ 一

五

九
二
）

の

『

大
乗
義

章
』

（
『
義
章
』

と

略
称
）

の

成
立

過
程
の

一

端
を

解
明
す
る

こ

と

に

あ
る

。

吉
津
宜
英
氏
に

よ

れ

ば
、

「

義
章
』

に

は
、

真
諦
訳
書
の

内
、

『

金

光
明
経
』

『

転
識
論
』

『

摂

大
乗

論＝
＝

摂

大
乗
論

釈
』

『

大

乗
起

信
論
』

の
一

経
四

論
を
「

引
用
」

　（
2
）

す
る

。

た

だ
し

、

私
の

調
査
で

は
、

慧
遠

が

書
名
を

挙
げ
て

言
及
・

引

用
す
る

真

諦
訳

書
は

、

七

巻
本

「

金

光

明

経
』

（
『
七

巻
金

光
明
』

と

略
称）

と

『

摂
大
乗
論
』

（
「

梁
論
』

と

略
称）

だ

け
で

あ

る

（
『
大
乗

起
信
論
』

は

除
外
）

。

従
来
の

研

究
で

は
、

真
諦

訳

書
の

内
、

『

義
章
』

「

八

識

義
」

所
引

の
『

梁
論
』

に

関

心
が
集
ま
っ

て

い

た
。

『

梁
論
』

の

長
安
伝
播
は
、

通

説
で

は
、

開

皇

七

年
（

五

八
七
）

の

曇
遷
の

『

梁
論
』

講

義
に

始
ま

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
3）

り、

慧

遠

も
こ

の

『

梁

論
』

講

義
に

参

加
し

た

と

伝
わ

る
。

『

梁
論
』

は
「

八

識
義
」

に

大

量

に

引

用

さ
れ

る

が
、

こ

の

他
に

は

『

義
章
』

「

六

波
羅

蜜
義
」

（

大

正

蔵
四

四、

七

〇

七

中
）

に
一

個
所
引

用
さ

れ

る

だ

け

で

あ
る

。

慧
遠
の

註
釈

書
類
に

は

『

梁
論
』

の

引
用
は

未
だ

に

確
認
さ

れ
て
い

な
い

。

こ

の

こ

と

か
ら

、

「

八

識
義
」

の

成
立
は

、

一

般
に

五

八
七

岡

本

一

二

三

〇
平

年
以

後
、

慧

遠
の

晩
年
と

想

定

さ

れ
て

い

る
。

こ

の

説
に

従
え

ば
、

「

義
章
』

の

編

纂
も
こ

の

年
以

後
に

な

る
。

し

か

し
、

『

義

章
』

の

全

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

（
4

）

二

二

三

義
科
の

成
立

過
程
は

未
だ

に

確
定
さ

れ

て

い

な
い

。

そ
こ

で
、

主

に

『

七

巻
金

光
明
』

の

引
用
に

注
目

し

て

『

義
章
』

の

成
立

過
程
の

一

端
を
解
明

し
た
い

。

慧
遠
の

註
釈
書
類
の

成
立

順

序
は

、

私
と

池
田

將
則
氏

に
よ
っ

て

解
明
さ

れ

始
め

た
。

私
の

仮
説
を

再
提
示
す
れ
ば

次

　

　
　
　
　
（

5）

の

通
り
で

あ
る

。

　

1
『

勝
鬘
経
』

「

十
地

義
記
』

、

H
『

涅
槃
義
記
』

、

皿

『

維
摩
義
記
』

　
『

無
量

寿
経
疏
』

『

仁
王

経
疏
』

、

W
『

観
無
量

寿
経
疏
』

、

V
『

温
室

　

義
記
』

　
※

1
は

先
、

V
は

後
。

※

※

同
一

グ
ル

ー

プ

の

前
後

関
係

　

は

保
留

。

※

※

※

『

地
持
義
記
』

『

法
華
経
義
疏
』

『

大
乗
起
信
論
義

　

疏
』

『

大

乗
義
章
』

に

つ

い

て

は

保
留

。

　

こ

の

仮
説
は

、

池
田
氏
の

別
途
の

分
析
に

よ
っ

て

も
概
ね
妥
当
と

の

　

　
　
　
（

6）

こ

と

で

あ
る

。

そ
こ

で
、

こ

の

仮
説
は

未
だ

に

有
効
と

判
断
し
、

こ

の

仮
説
を
基

準
に

し
て

『

大
乗
義
章
』

に
つ

い

て

も

考
え
る

。

二

　
慧
遠
の

『

七

巻
金

光

明
』

の

引
用
は

多
く
な
い

。

こ

こ

で
、

『

七

一 782一
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巻
金

光
明
』

を

引

用

す
る

文

献
を

列

挙

す
れ

ば

次
の

通

り
で

あ
る

。

（

）

の

ロ

ー
マ

数

字
は

著
作

順
序
の

群

番
号

、

○
×

は

書
名
の

明
示

の

有
無

、

△

は

真
諦
訳
が

未
確
定
な

も
の

、

『

義
章
』

は

書
名
を

省
略

。

　

 
『

涅
槃
義
記
』

（
H
・

x
）

、

 
『

維
摩
義
記
』

（
皿
・

O
）

、

 

『

観

　

無

量

寿
経
疏
』

（

W
・

○〉
、

 
巻

第
一

「

衆

経
教
迹

義
」

（
△
）

、

 

　

巻

第
六

「

十
障
義
」

（

○）
、

 
巻
第
十
「

三

帰
義
」

、

（

○
）

、

 
巻
第

　

十
二

「

六

波
羅
蜜

義
」

（

O）
、

 
巻

第
十
八

「

涅
槃
義
」

（

○）
、

 

　

巻

第
十

九

「

三

仏
義
」

（

○）

　

こ

の
一

覧
に
よ

れ
ば

、

慧
遠
が

『

七

巻
金
光
明
』

を

引
用
す
る

時
期

は
、

第
H
群

『

浬

槃
義
記
』

以

後
で

あ
る

。

現

時
点
で

は
、

第
−

群

『

勝

鬘

義
記
』

と
『

十
地
義
記
』

に

は

確
認
で

き
な
い

。

『

七

巻
金
光
明
』

の

訳
出
は

、

承
聖

元

年
（
五

五
二
）

、

あ

る

い

は

承
聖
二

年
（
五
五

三
∀

　

　

　（
7）

と
さ

れ

る
。

従
っ

て
、

『

七

巻
金
光
明
』

を
引
用

す
る

文

献
 
1

 
は

、

慧

遠
三

〇

歳
か

三
一

歳
以

後
の

著

作
で

あ
る

。

『

梁
論
』

の

訳
出
は

、

天

嘉
四

年
（
五

六
三
）

に

開
始
さ
れ

て

い

る
。

慧
遠
は

四
一

歳
で

あ
る

。

従
っ

て
、

『

梁

論
』

に

言
及

す
る

「

八

識
義
」

と

「

六

波
羅

蜜
義
」

は

こ

れ

以

後
の

成
立
で

あ
る

。

三

　
慧
遠
が

『

七

巻
金

光
明
』

を

引
用

す
る

主

な
理

由
は

、

「

開
応

合

（

8
＞

真
」

の

三

身
説
を

解
説
す
る
こ

と

に

あ
る

。

こ

こ

で

は

「

三

仏
義
」

に

お

け

る

言

及
部
分
を

提
示
す
る

。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
マ

マ

　
［

1
］

開

応

合
真

、

而
説
三

者
、

如

彼

龜
明
』

説
。

彼
中
有

＝
二

　

身
之
品

、

専
論
此

義
。

名
字
是
何

。

一

真
身
仏

。

二

応
身

仏
。

三

樹
。

『

大

乗
義
章
』

と

真
諦
訳

書
（
岡

　
本
）

　
前
法
与
報

、

合
為
真
身、

名
為
合

身
。

前
応
身
中

、

開

分
二

種
。

応
之

与

　
化

。

名
為
開
応

。

（
中
略
∀

言
分
相
者

、

此
之
三

仏
義
釈
有
二

。

】

羇

　
槃
』

。

（

中

略）

故
『

涅

槃
』

中
。

如

来
欲
令
衆
生
望
満

足
、

於
其
身
上
一
一

　
毛
孔

、

化

無
量
仏

。

受
大
衆
供

。

即
是

化
身

。

釈
迦
自
受
純
陀
之

供
。

即
眉

　
応
身

。

「

偈
」

中

所
説

。

如

来
常
住

、

即
是
真
身

。

二

齧
（
後
略）

。

　
（
大
正

蔵
四

四
、

八

四

〇

下
）

　
こ

の

「

三

仏
義
」

［

1
］

に

よ

れ

ば
、

慧
遠
は

「

開
応
合

真
」

の

三

身
を

『

七

巻
金

光
明
』

「

三

身
分
別
品
」

に

依
拠
し

て

「

真
身
仏
」

「

応

身
仏
」

「

化
身
仏
」

と

紹
介
し
、

そ

の

具
体
相
を

「

涅
槃
」

と

「

金

光
」

の

二

経
に

即
し

て

解
説
し

て

い

る
。

こ

の

内
、

「

涅
槃
」

は

曇
無
讖

訳

『

涅
槃
経
』

＝

切
大
衆
所
問
品
」

［

2
］

の

経
文
で

あ
る

。

　
［
2

］

爾
時
世

尊
欲

令
一

切
衆
望

満
足

。

於
自
身
上

＝
毛
孔

、

化
無
量
仏

。

一
一

諸
仏
各
有
無
量

諸
比

丘

僧
。

是
諸
世
尊
及
無
量
衆

、

悉
皆
示
現
受
其
供

養。

（
大
正

蔵
一

二
、

四
二

四

上
）

こ

れ

に

対
す
る

慧
遠
の

註
釈
は

次

の

『

涅
槃
義
記
』

で

あ
る

。

［

3
］

依
如
『

剣

綱
』

、

仏
有
三

身
。

　一

者
真
身

。

謂
法
与
報

。

二

者
応

身
．

応

現

受
形、

修
道
成
仏

。

三

是
化
身

。

依
応
起

化
。

然

今
文

中、

化

身
受
供

即
是

個
剔

。

釈
迦

受
供

即
是

応
身

。

下

偈
所
説、

真
身
常
住

即
是

真
身

。

此

第
二

竟
。

（
大
正

蔵
三

七
、

七
二

一

上
）

　
こ

の

［

3
］

で

は
、

『

七

巻
金
光

明
』

を

「

余
経
」

と

呼
び

、

釈
尊

の

化
作
し
た

無
量
の

仏
が

供

養
を

受
け
る

様
子
（
「

受
供
」）

を
「

化
身

受
供
」

11

「

化
身
」

、

釈
尊
の

「

受
供
」

に

対
し

て

は

「

釈
迦

受
供
」

11

「

応

身
」

と

規
定
し

て
い

る
。

こ

の

二

身
の

「

受
供
」

は
、

「

真
身
」

「

応

二
一一
二

一 783一
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『

大
乗
義
章
』

と

真
諦
訳

書
（
岡
　
本
）

身
」

「

化

身
」

の

三

身

説
を

前
提
に

し

て

い

る
。

『

義

章
』

「

三

帰
義
」

と

「

涅
槃

義
」

は
、

例

示
と

し

て

『

涅

槃
経
』

［

2
］

の
一

経
だ

け
を

　
　
　

　
　
（

9）

取
意
略
出

す
る

。

こ

れ

に

対
し
て

、

『

維
摩
義
記
』

で

は
、

「

金
光

明
」

11
『

七

巻
金
光
明
』

に

よ
っ

て
、

維
摩
詰
が

「

真
身
」

「

応
身
」

「

化
身
」

の

三

身
を
具
備
す
る

と

解
釈
さ
れ
て

い

る
。

　
［

4
］

依
『

龜
明
』

聖

身
有
三

。

一

是
真

身
。

謂
法
与

報
。

二

是

応
身

。

　
随
化
現
生

。

三

是
化
身

。

従
応
化
起

。

今
維
摩
詰

備
此
三

身
。

彼
維
摩
詰
真

　
徳
之

体
、

即

是

瑠
剔

。

毘

耶
所
受

即
是

周
剔

。

所
化
菩
薩
即
是

個
剔

。

（

大

　
正

蔵
三

八
、

五
〇

〇

中
）

　

即
ち

、

［

4
］

に
よ

れ

ば
、

慧

遠
は

、

維
摩

詰
の

「

真
徳
の

体
」

は

「

真

身
」

、

毘

耶
離
に

お

け
る

身
体
は

「

応

身
」

、

そ
の

所
化
の

菩
薩
は

「

化

身
」

と

解
釈
し

て

い

る
。

次
に

『

観
無
量
寿
経

義
疏
』

で

は
、

三

輩
（
三

品
）

の

衆
生
が

往
生

す
る

際
に

見
る

来
迎

仏

の

相
違
を

区
別

す

る

個
所
に

利
用
さ
れ

て

い

る
。

　
［
5

］

次、

明
去
時

見

仏

不

同
。

仏
具
三

身
。

一

者
真
身

、

謂
法
与
報

。

二

　
者
応

身
、

八

相
現
成

。

三

者
化
身

、

随

機
現

起
（

後
略∀

。

（

大
正

蔵
三

七
、

　
一

八

三

下
）

　

た

だ

し
、

「

真
身
」

「

応
身
」

「

化
身
」

の

三

身
に
つ

い

て

記
述

す
る

が
、

『

七

巻
金

光
明
』

の

書
名
は

見
え
な
い

。

『

義
章
』

中
の

『

七
巻
金

光
明
』

の

三

身
に

言
及
す
る

部
分
に

お
い

て
、

『

維
摩
経
』

や

『

観
無
量

寿
経
』

は

言

及
さ

れ
な
い

。

従
っ

て
、

慧
遠
の

『

七

巻
金

光
明
』

の

最
初
の

利

用
は

、

『

涅
槃
経
』

［

2
］

の

経
文
の

解
釈
と

見
る
べ

き

で

あ
ろ

う
。

そ

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

二

三
二

し
て

、

後
に

こ

の

三

身

解
釈
を
『

維
摩
義
記
』

や
『

観
無
量

寿
経
義
疏
』

に

転
用
し

た

と

思
わ
れ
る

。

こ

れ
は

、

慧
遠
の

註
釈

書
類
の

成
立
順

序

に

関
す
る

私
の

仮

説
か

ら

み

て

も
矛

盾
し

な
い

。

四

『

涅
槃
経
』

［

2
］

の

解
釈
は
、

慧
遠
の

註
釈
書
類
で

は

第
豆

群
『

涅

槃
義
記
』

［

3
］

に

示
さ
れ
る

。

で

は
、

『

義
章
』

 
1
 
は

第
−

群
に

先
行
す
る

の

だ

ろ

う
か

。

私
見
に

よ

れ

ば
、

『

義
章
』

 
1
 
の

草
稿

本
は

第
−

群
に

先
行
し
、

現
行
本
は

先
行
し

な
い

と

考
え
る

（
文
献
 

は

保
留
）

。

そ

の

理
由
は

、

第
−

群
『

勝
鬘
義

記
』

「

十
地

義
記
』

に

文

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

10）

献
 
1
 
に

対
す
る

指
示
が

あ
る

こ

と

に

よ

る
。

た

だ

し
あ
く
ま
で

草

稿
本
に

対
す
る

指

示
と

推
定
す
る

。

主

な
根
拠
は

、

第
−

群

『

勝
鬘
義

記
』

中
の

「

六

波

羅
蜜
義
」

に

対
す
る

指
示
で

あ
る

。

　
［
6

］

是

中
、

応

先
広
解
六

度
体

、

齧
。

六

度
之
義

、

広
如

別
章

。

　
文
中
（

後
略
）

。

（

新
纂
続
蔵
一

九
、

八

七
六

下
）

　

こ

の

「

応

先
広
解
」

は
、

慧
遠
の

『

涅

槃

義
記
』

『

勝
鬘
義
記
』

『

十

地

義
記
』

に

特
有
の

表
現
で

あ
る

。

「

然
後
釈

文
」

は
、

慧
遠
の

『

無

量
寿
経
義
疏
』

『

観
経
義
疏
』

「

維
摩
義
記
』

『

地

持
義
記
』

『

勝
鬘
義
記
』

『

十
地

義
記
』

に

合

計
約
三

八

例
、

彼
以

外
の

文
献
の

用
例
は

四

例

で

あ
る
（
そ
の

内
一

例

は

慧
遠
の

引
用）

。

こ

の

よ

う
な

表
現
は

「

六

波
羅

蜜

義
」

だ
け
で

な
く

、

他
章
の

指
示
に

も

使
用
さ
れ

、

慧
遠
特
有
の

文

　

　
　
（

11V

体
で

あ
る

。

従
っ

て

こ

の

指
示
を

後
代
の

挿
入
と

見
做
す
こ

と

は

難
し

く、

『

勝
鬘

義
記
』

の

執

筆
時
点
で

「

⊥

ハ

波

羅
蜜
義
」

の

草
稿
本
は

存

在
し

た

と

考
え
る

。

し

か

し

同
時
に
、

「

六

波
羅

蜜
義
」

は

『

七

巻
金

一 784 一
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光
明
』

と

『

梁
論
』

に

言
及
す
る

『

大
乗
義
章
』

中
の

唯
一

の

章
で

あ

る
。

『

梁
論
』

は

「

入

識
義
」

と

「

六

波

羅
蜜
義
」

以

外
に

痕

跡
を

留

め

て

い

な
い

。

従
っ

て
、

現
行

「

六

波

羅
蜜

義
」

に

お

け
る

『

梁
論
』

の

記
述
は

加
筆
・

修
整
さ
れ

た

部
分
と

考
え
ら

れ

る
。

同
様
に

、

『

七

巻
金
光

明
』

の

記

述

も
、

第
一

群
の

本
文
に

な
い

の

で

加
筆
さ

れ

た

と

考
え
る

。

た
だ

し
、

言
及
の

状

況
か

ら
、

慧
遠
は

『

七

巻
金

光
明
』

を

『

梁
論
』

よ

り
先
に
入

手
し

て

い

る
。

1
　
真
諦
三

蔵
の

研
究
は
、

船
山

徹
編

『

真
諦
三

蔵
研
究

論
集
』

（
京
都
大

　

学
人

文
科
学
研
究
所

、

二

〇
一

二

年）

に

集
成
さ
れ
て

い

る
。

2
　
吉
津
宜

英
「

経
律
論
引

用
よ

り
見
た

『

大
乗
義
章
』

の

性
格
」

（

『

駒
澤

　

大

学
仏
教
学
部
論
集
』

第
二

号
、

一

九

七
一

年）
、

一

二

九

1
＝
二

〇

頁
。

　

文

献
番

号
31
「

七

巻
金
光
明
経
」

、

59
「

転

識
論
」 、

62
「

摂

大

乗

論
」

、

　

63
「

摂
大

乗
論
釈
」

、

67
「

大
乗
起
信
論
」

で

あ
る

。

3
　
こ

れ

以
前、

開
皇
元

年
（
五

八
一
）

、

曇
遷

は

彭
城
の

慕
聖

寺
で

『

梁

　

論
』

を

講
義
し

て
い

る
。

い

ず
れ

も

『

続
高

僧
伝
』

「

曇
遷

伝
」

（
大
正

蔵

　

五

〇、

五

七
二

中
−
下）

。

勝
又

俊
教
『

仏
教
に
お

け
る

心
識
説
の

研
究
』

　
（

山
喜
房
仏
書
林

、

冖

九

六
一

年
）

、

七

七
一

−
七
七

三

頁

参
照

。

た

だ

　

し

「

慧
遠

伝
」

に
は

な
い

の

で
、

「

曇
遷
伝
」

の

記
事
の

信
憑
性
を
吟

味

　

す
る

必

要
が

あ
る

。

4
　
拙
稿
「

『

大
乗
義
章』

の

テ
キ
ス

ト
の

諸
系
統
に

つ

い

て
」

（
講
演
資
料

　

集
『

東
ア

ジ
ア

仏
教
写

本
研
究
』

、

国
際
仏
教
学
大

学
院

大
学
日

本
古
写

　

経
研
究
所

、

二

〇
一

四

年）
、

三
一

−
五
一

頁
参
照

。

5
　
拙
稿
「

浄
影
寺
慧
遠
の

著
作
の

前
後
関
係
に

関

す
る

試

論
」

（

金

剛
大

　

学
校
仏
教

文
化
研

究
所
編
『

地

論
思
想
の

形
成
と

変
容
』

、

国
書
刊
行
会、

『

大
乗
義
章
』

と

真
諦
訳
書
（

岡

　
本）

　
二

〇
一

〇

年）
、

一

六
二

ー
一

入

三

頁
参
照

．

6
　
池
田
將

則
「

北
朝
「

地
論
宗
」

に

お

け
る

仏
典
註
釈
の
一

類
型
」

（
『

仏

　

教
学
研

究
』

第
三

六

号、

韓
国

、

二

〇

＝
二

年）
、

一

六

五

−
二

九
九
頁

　

参
照

。

た
だ

し、

池
田

氏
の

見
解
は

、

私
の

仮
説
を
推
し

進
め

て

い

る

　
と
こ

ろ

も

あ
る

。

7
　
宇

井
伯
壽
『

印

度
哲
学
研
究
』

第
六

巻

（

岩
波
書
店

、

一

九
二

九
年）

、

　
一

七

頁
。

吉
津
宜
英
「

真
諦
三

蔵
訳

出
経
律
論
研
究
誌
」

（
『

駒
澤
大

学
仏

　

教
学
部
研

究
紀
要
』

第
六
一

号、

二

〇
〇
三

年
）

、

二

二

九

頁
。

『

大

唐
内

　

典
録
』

（
大
正

蔵
五
五
、

二

六
六

上
二

二

行
）

。

8
　
「

開
真
合
応
」

の

三

身
説
は

「

法
身
」

「

報
身
」

「

応
身
」

で

あ
る

。

9
　
『

大

乗
義
章
』

「

三

帰
義
」

（

大
正
蔵
四

四、
⊥

ハ

五

四
下

）

、

「

涅
槃
義
」

（

同

　
上

、

八
二

〇

下）
。

10
　
『

勝

鬘
義

記
』

に
は

「

涅
槃
義
」

「

三

仏

義
」

「

六

波
羅
蜜
義
」

（
新
纂
続

　

蔵
【

九
、

八

六

八

下、

同
上

、

八

七

六
下
）

、

『

十
地

義
記
』

に

は

「

三

帰

　

義
」

「

十
障
義
」

「

涅
槃
義
」

「

三

仏

義
」

（

新
纂

続
蔵
四

五
、

二

五

上
、

　
五
二

中
、

七
七

上
、

九
五

中）

に

対
す
る

指
示
が
あ
る

。

H
　
『

大

乗

義
章
』

の

各
章
に

対
す
る

指
示

と

そ
の

表
現
に
つ

い

て

は

別
稿

　
に
て

考
察
予

定
で

あ
る

。

〈

キ
ー

ワ

ー
ド

〉

『

大
乗
義
章
』

、

浄

影
寺
慧
遠

、

真
諦
三

蔵、

七

巻
本
『

金

光
明
経
』

、

『

摂
大
乗
論
』

、

三

身
説

　
　

　
　
　
　

　
　

（

慶
應
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師）

二

三

三
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